
　

宝
蔵
会
の
皆
様
に
は
日
頃
か
ら
宇
治
別
格
本
山
の

活
動
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

秋
も
深
ま
り
、
二
〇
二
五
年
も
十
一
月
を
迎
え
て

お
り
ま
す
。
新
年
を
寿
ぐ
第
六
十
六
回
宝
蔵
神
社
新

年
祭
が
二
〇
二
六
年
元
日
か
ら
執
り
行
わ
れ
ま
す
。

宝
蔵
神
社
新
年
祭
に
ご
参
列
い
た
だ
き
、
本
尊
神
霊

に
ま
し
ま
す
生
長
の
家
大
神
、
諸
神
諸
菩
薩
様
の
日

頃
の
お
導
き
に
感
謝
を
捧
げ
る
と
と
も
に
、
ご
先

祖
の
御
霊
様
に
報
恩

感
謝
の
真
心
を
捧
げ
、

神
・
自
然
・
人
間
の

大
調
和
を
地
球
社
会

の
一
員
と
し
て
祈
念

す
る
こ
と
は
、
一
年

を
出
発
す
る
に
誠
に

意
義
深
い
こ
と
で
す
。

　

二
〇
二
六
年
宝
蔵

神
社
新
年
祭
は
、「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
『
五
類
感
染
症
』
に
変
更
さ
れ
て
か
ら
の

各
種
行
事
対
応
」
の
通
達
に
準
じ
て
、
本
年
と
同
様

に
規
模
を
縮
小
し
て
行
い
ま
す
。
祭
典
は
元
日
の
み

と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
参
拝
は
ご
自
由
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
情
報
誌
『
宝
蔵
』
で
も
案
内
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
初
詣
練
成
会
が
五
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま

す
。十
二
月
三
十
一
日
～
一
月
三
日
ま
で
予
約
制（
定

員
百
名
程
）
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
新

年
か
ら
練
成
会
を
受
講
し
、
神
性
を
開
発
さ
れ
る
機

会
に
恵
ま
れ
る
こ
と
は
誠
に
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。

更
に
大
拝
殿
一
階
で
は
鏡
餅
、
お
み
く
じ
、
御
守
り
、

霊
牌
、
末
一
繁
栄
祈
願
、
永
代
供
養
の
お
申
込
み
を

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　

神
癒
の
社 

入
龍
宮
幽
斎
殿
で
の
幽
斎
殿
行
事
で

は
神
想
観
実
修
、
新
春
書
初
め
、
写
経
、
神
癒
祈
願

の
お
申
込
み
等
、
通
常
の
窓
口
業
務
を
行
い
ま
す
の

で
、
多
く
の
皆
様
に
お
越
し
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。
た
だ
し
、
新
年
祭
奉
仕
並
び
（
次
頁
に
続
く
）

神
に
全
托
す
る生

長
の
家
宇
治
別
格
本
山 
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願
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び
は
こ
ん
な
所
に
も
あ
る
も
の
で
す
。
夜
に

な
れ
ば
、
夫
婦
で
少
し
ず
つ
聖
典
を
輪
読
し

ま
す
。「
必
ず
毎
日
何
ペ
ー
ジ
」
と
型
に
嵌
め

る
の
で
は
な
く
、
そ
の
日
の
気
分
で
真
理
の

言
葉
を
味
わ
い
な
が
ら
眠
り
に
つ
く
と
、
翌

朝
は
不
思
議
と
心
地
よ
い
目
覚
め
を
迎
え
ら

れ
る
も
の
で
す
。

　

先
日
、
ア
ー
ト
ク
ラ
フ
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
と

い
う
個
人
作
家
さ
ん
達
の
催
し
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。
木
彫
、
水
彩
、
陶
芸
等
多
岐
に
わ

た
る
作
品
と
触
れ
合
い
、
も
ち
ろ
ん
購
入
も

で
き
ま
す
が
、
作
家
さ
ん
御
本
人
の
お
話
を

伺
う
の
が
、
何
よ
り
楽
し
い
ひ
と
時
で
し
た
。

旅
行
で
ア
イ
ヌ
の
木
彫
に
感
動
し
、
小
学
校

の
彫
刻
刀
を
引
っ
張
り
出
し
て
始
め
ら
れ
た

方
、
あ
る
い
は
一
度
制
作
を
始
め
る
と
寝
食

を
忘
れ
て
没
頭
し
て
し
ま
う
方
、
様
々
な
作

　

境
内
の
木
々
も
色
づ
き
、
秋
が
深
ま
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
生
長
の
家
の
取
り
組
む
俳

句
・
ク
ラ
フ
ト
・
自
転
車
・
菜
園
・
ノ
ー
ミ
ー

ト
料
理
な
ど
に
も
ピ
ッ
タ
リ
な
季
節
で
す
。

　

そ
ん
な
中
、
我
が
家
の
小
さ
な
畑
で
は
、
夏

に
グ
ン
グ
ン
伸
び
た
キ
ュ
ウ
リ
と
ミ
ニ
ト
マ

ト
が
役
目
を
終
え
、
ほ
う
れ
ん
草
が
育
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
冬
の
寒
さ
に
備
え
て
、
隙
を

見
て
は
内
窓
を

作
っ
て
い
ま
す
。

思
い
つ
く
ま
ま

に
取
り
組
み
、

工
夫
を
重
ね
る

う
ち
に
、
自
ら

の
生
長
を
感
じ

ら
れ
ま
す
。
モ

ノ
づ
く
り
の
悦

に
練
成
会
参
加
者
以
外
の
皆
様
の
宿
泊
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
理
解
の
ほ
ど
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

現
象
的
に
は
制
約
の
中
で
の
新
年
祭
、
初

詣
練
成
会
の
開
催
と
な
り
ま
す
が
、
私
た
ち

は
生
長
の
家
で
「
現
象
は
如
何
に
あ
れ
、
実

相
は
完
全
円
満
」
と
教
え
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
実
相
を
観
ず
る
神
想
観
を
は
じ
め

と
す
る
三
正
行
の
実
践
と
日
時
計
主
義
の
生

き
方
で
神
の
子
の
明
る
い
毎
日
を
送
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
行
を
継
続
す
る
こ
と
で
次
の

よ
う
な
体
験
が
出
て
お
り
ま
す
の
で
紹
介
い

た
し
ま
す
。

　

ド
イ
ツ
在
住
の
Ｙ
さ
ん
は
十
年
前
か
ら
写

経
（
全
項
目
）
の
奉
納
を
続
け
て
お
ら
れ
、毎

年
、
宇
治
別
格
本
山
に
参
拝
に
来
ら
れ
て
お

り
ま
し
た
。
今
回
、
息
子
さ
ん
の
安
定
し
た

職
場
と
実
相
顕
現
を
祈
願
さ
れ
ま
し
た
。
写

経
は
心
身
を
整
え
る
日
課
で
あ
り
、
ま
た
出

勤
前
の
神
想
観
は
欠
か
せ
な
い
と
言
わ
れ
ま

す
。
今
年
に
入
り
、
息
子
さ
ん
の
転
職
と
ご

自
身
の
再
就
職
が
同
じ
会
社
に
決
ま
り
、
今

ま
で
の
経
験
を
生
か
し
た
仕
事
に
つ
け
た
こ

と
、
神
様
に
感
謝
し
て
い
る
と
嬉
し
い
お
便

り
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
毎
日
の
生
活
の
中

で
、
神
に
全
托
し
て
日
々
の
信
仰
を
深
め
る

こ
と
は
誠
に
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。

　

今
月
は
第
二
、
第
三
、
第
四
土
日
に
「
ご

先
祖
と
共
に
悦
び
の
一
日
講
話
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

聖き高き愛は、報いを求めぬ愛である

丁
寧
な
生
活

随想

祈 

願 

部
千

羽

真

平
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家
さ
ん
の
語
ら
れ
る
お
話
は
ど
れ
も
個
性
的

か
つ
魅
力
的
で
、輝
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
内

な
る
声
に
耳
を
傾
け
、
感
動
の
赴
く
ま
ま
に

進
む
と
、
道
は
自
ず
と
開
か
れ
て
い
く
─
そ

う
教
え
ら
れ
た
よ
う
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
今
年
は
民
芸
運
動
百
周
年
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
各
地
で
関
連
し
た
展
覧
会

が
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
民
芸
運
動
の
主
唱
者
、

柳
宗
悦
は
日
本
の
急
速
な
近
代
化
の
中
で
、

失
い
つ
つ
あ
っ
た
地
域
独
自
の
品
に
「
美
」
を

見
出
し
、「
民
芸
」
と
い
う
言
葉
を
生
み
出
し

ま
し
た
。
そ
の
収
集
・
保
存
に
努
め
た
記
録

の
著
書
『
蒐
集
物
語
』
の
中
で
彼
は
こ
う
述

べ
て
い
ま
す
。

　
「
人
は
受
け
得
る
位
置
に
置
か
れ
て
は
い

る
で
し
ょ
う
が
、
与
え
る
位
に
就
い
て
は
い

な
い
の
で
す
。
与
う
る
者
は
常
に
見
え
ざ
る

無
上
な
力
の
み
な
の
で
す
。」

　

生
長
の
家
で
は
「
人
間
は
神
の
子
で
あ
り
、

神
に
生
か
さ
れ
て
い
る
」
と
説
き
ま
す
。
ど

ち
ら
も
共
通
す
る
真
理
が
あ
る
よ
う
に
感
じ

ま
す
。

　

神
に
生
か
さ
れ
た
感
謝
の
生
活
、
自
然
と

共
に
伸
び
る
生
き
方
─
そ
れ
こ
そ
が
、
自
ら

の
中
に
神
を
拝
む
こ
と
へ
繋
が
っ
て
い
く
の

だ
と
感
じ
ま
す
。
最
近
は
そ
う
し
た
丁
寧
な

生
活
を
さ
れ
る
方
が
、
増
え
て
き
た
よ
う
で

す
。
ま
ず
は
こ
の
秋
。
肩
の
力
を
抜
い
て
、内

な
る
催
し
に
従
い
、
な
に
か
ひ
と
つ
始
め
て

み
ら
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

病
気
が
再
発
し
、
自
分
の
力
で
ど
う
に
も

な
ら
ず
、「
宇
治
へ
行
き
た
い
」
の
一
心
で
来

ま
し
た
。

　
「
問
題
を
解
決
す
る
力
を
携
え
て
こ
の
地

上
に
生
ま
れ
て
来
た
の
だ
か
ら
大
丈
夫
。
現

わ
し
た
ら
消
え
る
。
現
わ
し
て
消
し
て
い
る
。

ど
ん
ど
ん
消
え
て
、良
く
な
っ
て
い
く
。心
の

中
に
蓄
積
し
て
い
た
何
か
が
外
に
現
れ
て
い

る
だ
け
。
出
た
ら
必
ず
一
層
良
く
な
る
」
と

い
う
岡
田
伊
都
子
講
師
の
言
葉
は
私
に
直
接

言
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
様
で
、
そ
う
だ
っ

た
ん
だ
と
思
え
る
お
言
葉
で
し
た
。

　

個
人
指
導
で
は
、「
若
く
し
て
亡
く
な
っ
た

父
は
私
の
生
き
て
い
る
存
在
自
体
を
喜
ん
で

く
れ
て
い
る
。私
が
存
在
し
て
い
る
だ
け
、そ

れ
だ
け
で
父
母
共
に
幸
福
で
い
て
く
れ
て
い

る
。私
と
い
う
人
間
は
と
て
も
尊
い
存
在
だ
」

と
聞
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
最
後
に
仰
っ
て

い
た
だ
い
た
こ
と
は
、「
幼
い
時
の
自
分
を
抱

き
し
め
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
さ
み
し
か
っ

た
ね
。
で
も
お
父
さ
ん
の
愛
は
ち
ゃ
ん
と
あ

る
よ
。
ず
っ
と
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
、
兄
妹

み
ん
な
と
一
緒
だ
っ
た
ん
だ
よ
、
と
言
っ
て

あ
げ
て
く
だ
さ
い
」
と
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
と
て
も
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。
そ

う
す
る
と
安
心
で
き
る
、
安
心
は
喜
び
の
愛

で
光
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

こ
の
練
成
会
に
参
加
出
来
て
、
素
晴
ら
し

い
お
話
が
聴
け
て
幸
せ
で
し
た
。
苦
手
だ
っ

た
神
想
観
を
し
て
、
神
の
子
無
限
力
を
信
じ

て
、
完
全
円
満
な
実
相
を

信ずる通りになるのが人生である

（
８
頁
に
続
く
）

第
六
二
八
回（
十
月
） 

短
期
練
成
会

体
験
感
想
文

Ｔ
．
Ｕ   

（
50
代
）〈
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〉
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日付・曜日 日付・曜日 時　間 講話 及び 行 担　当 テキスト

１日（土）〜３日（月）の間 【短期練成会】 を開催いたします

8日 土 幸福な恋愛・
結婚・家庭生活

10:20～11:05 開会の祈り・愛する悦び、愛する幸せ 岡田　浩二 『森の日ぐらし』『幸福を招く365章』
11:15～12:00 魂のめぐり逢い 千羽　真平 『森の日ぐらし』『幸福を招く365章』
12:00～13:00 昼食・休憩 昼食希望の方はご予約ください
13:00～13:45 わが家は愛と幸せがいっぱい 田野　靖彦 『森の日ぐらし』『幸福を招く365章』
14:00～14:45 拝み合い、生かし合い、生長し合うこと 清水　志郎 『森の日ぐらし』『幸福を招く365章』
14:45～15:20「如意宝珠観」実修・閉会の祈り 清水　志郎

9日 日
悦びの先祖・
流産児供養

（御祭はありません）

10:20～11:05 開会の祈り・“神の子”の光の因縁 清水　志郎 『森の日ぐらし』『幸福を招く365章』
11:15～12:00 神様・ご先祖様・父母の愛に抱かれて 阿部　秀輝 『森の日ぐらし』『幸福を招く365章』
12:00～13:00 昼食・休憩 昼食希望の方はご予約ください
13:00～13:15 体験談 水谷　公美
13:15～14:00 悦びの先祖・流産児供養 岡田 伊都子『森の日ぐらし』『幸福を招く365章』
14:15～15:00 久遠の生命（いのち）を生きる 目等　泰夫 『森の日ぐらし』『幸福を招く365章』
15:00～15:35「実相円満誦行」実修・閉会の祈り 目等　泰夫

15日 土 「浄  心  行」

10:20～11:05 開会の祈り・光り輝く神の子のあなた 清水　志郎 『生長の家ってどんな教え？』『聖経 真理の吟唱』
11:15～12:00 旧我の否定と真我の自覚 ～浄心行の意義・説明～ 新宮　　一 『新しい文明を築こう・中巻』
12:00～13:15 昼食・休憩・浄心行用紙記載 昼食希望の方はご予約ください
13:15～14:00 父母の愛に導かれて 岡田 伊都子 『生長の家ってどんな教え？』『聖経 真理の吟唱』
14:10～15:25 「浄心行」・閉会の祈り 千羽　真平 聖経「甘露の法雨」「万物調和六章経」

16日 日 すべてと調和した
幸せな生き方

10:20～11:05 開会の祈り・ただ「愛」のみが万事を解決する 鵜飼　俊光 『生長の家ってどんな教え？』『聖経 真理の吟唱』
11:15～12:00 人と調和するには ～多の中に一在るを見る～ 岡田　浩二 『生長の家ってどんな教え？』『聖経 真理の吟唱』
12:00～13:00 昼食・休憩 昼食希望の方はご予約ください
13:00～13:15 体験談 高　　千穂
13:15～14:00 心から赦したとき、自分が救われる 清水　志郎 『生長の家ってどんな教え？』『聖経 真理の吟唱』
14:15～15:00 全ての生命に祝福礼拝 目等　泰夫 『生長の家ってどんな教え？』『聖経 真理の吟唱』
15:00～15:35 「四無量心を行ずる神想観」実修・閉会の祈り 目等　泰夫

22日 土 運命は変えられる

10:00～12:00 谷口雅春大聖師御生誕日記念式典（総本山から
のライブ配信を大講堂で拝聴いたします）

12:00～13:00 昼食・休憩 昼食希望の方はご予約ください
13:00～13:45 開会の祈り・あなたは神の子、運命の主人公 小野　大作
14:00～14:45 断じて失敗を予想せざる者は終に勝つ 岡田 伊都子『合本讃歌』『智慧と愛のメッセージ』
15:00～15:50“制限なしの幸せ”が待っている・閉会の祈り 清水　志郎 『合本讃歌』『智慧と愛のメッセージ』

23日 日 祈り合いの神想観

10:20～11:05 開会の祈り・あなたがあなた自身を好きになること 田野　靖彦 『合本讃歌』『智慧と愛のメッセージ』
11:15～12:00 陰極は陽転する 阿部　秀輝 『合本讃歌』『智慧と愛のメッセージ』
12:00～13:00 昼食・休憩 昼食希望の方はご予約ください
13:00～13:15 体験談 岡田 多美子
13:15～14:00 常に祈り、神と共に生きる 岡田　浩二 『合本讃歌』『智慧と愛のメッセージ』

14:15～15:00 最も神の御心に叶う祈り 
　～祈り合いの神想観について～ 目等　泰夫 『合本讃歌』『智慧と愛のメッセージ』

15:00～15:35「祈り合いの神想観」実修・閉会の祈り 目等　泰夫

第５週は講話はありません

【申込フォーム】QRコード

◆お申し込み方法（※事前予約制です）　
　申し込みフォーム（Facebook及びホームページ、右下のURLから入れます）にて必要事項を入力していただくか、お電話（0774-21-2153）にてお申し込みください。
◆奉納金
　大人 1,500円／子供（3～12歳） 750円　※発熱、息苦しさ、咳、だるさ等で体調不良の方は参加不可となります。

【宿泊も受け付けています】
　◆受付対象者　・土日両日参加し、全講話を受講予定の方
　◆料金　4,500円 ＋ 土曜日の昼食代（ご随意） ※4,500円の内訳は《講話参加費2日分＝3,000円》＋《参篭費（一泊食事付）＝1,500円》
　◆申し込み方法等
　　・宿泊２日前となる木曜日の17時までに、お電話（練成部：0774-21-2153）または申し込みフォームにより予約手続きをしてください。

★ＪＲ宇治駅・京阪宇治駅への出迎えのバスのご案内
　　・出発時間：京阪宇治駅 ９:４０発、ＪＲ宇治駅 ９:５５発（22日のみ京阪宇治駅 ９:30発、ＪＲ宇治駅 ９:40発となります）
　　・集合場所：各駅ロータリー (ＪＲ宇治駅は東側ロータリーとなります）
　　　出迎えは上記時間の一回のみであり、時間となりましたら出発します。ご希望の方は出発時間までに集合場所に来ていただくようお願いいたします。
　　　（※道路の混雑具合等の理由で、バスが予定時間より遅れる可能性もございます。ご理解のほどよろしくお願い申し上げます。）

到るところに神の恵みは満ちている

11月 【ご先祖と共に悦びの一日講話プログラム】〈会場：大講堂〉

宝　　蔵 No.131
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12/5(金) 12/6 (土) 12/7 (日)
4:45   起床 4:45   起床

5:05　早朝行事　先導：清水　志郎
         聖経「甘露の法雨」
　　 「日々の祈り」「聖歌歌詞集」

5:05   早朝行事　先導：岡田　伊都子
      　聖経「甘露の法雨」
       「日々の祈り」「聖歌歌詞集」

6:30   感謝行(15分) 6:30   感謝行(15分)

【奉納金】
　・一泊4,000円
　　子供(3～12歳)2,750円
　・日帰り1,500円
　　子供(3～12歳)750円

20:30

　　     就寝準備

22:00  消灯

20:40　体験感想文記載
　     　就寝準備
22:00　消灯

18:40

　『飛鳥讃歌』 読誦　清水　志郎
父母の愛に導かれて

鵜飼　俊光
『夢の地平線』『生活の智慧365章』19:10   講話

あなたは神の子、劣等感を打ち破れ！
岡田　浩二

『日々の祈り』『詳説神想観』

19:20　会場準備
19:30

「浄心行」 清水　志郎
聖経『甘露の法雨』
『万物調和六章経』

『聖歌歌詞集』
※浄心行後に送りのバスが出ます

20:00

　「基本的神想観」実修　岡田　浩二

15:40

　「先祖・流産児供養祭」
　　聖経『天使の言葉』
    　　  『聖歌歌詞集』　　会場:大拝殿

16:30

                   夕食・入浴休憩
16:40

                 夕食・入浴休憩

18:20　聖歌・笑い
18:30　聖歌・笑い 18:30   講話

13:55   講話
《テキスト》
・二百字日記３
・日々の祈り
・夢の地平線
・新しい文明を築こう・中巻
・生活の智慧365章
・詳説神想観
・人生の扉を開く〈第1集〉

《行事で使用するもの》
・聖経四部経
〔聖経甘露の法雨・聖経天使の言葉・
　聖経続々甘露の法雨・聖使命菩薩讃偈〕
・合本讃歌
〔観世音菩薩讃歌・大自然讃歌〕
・飛鳥讃歌
・人類同胞大調和六章経
・万物調和六章経
・聖歌歌詞集

《持ち物》
・洗面用具（シャンプーはありません。
   ご持参ください）
・筆記用具
・着替え
・ハンカチ
・マイ箸、マイボトル
※売店と自動販売機は撤去いたしました
　のでご注意ください

今ここに新たに生まれ
～浄心行の意義・説明～

清水　志郎
『新しい文明を築こう・中巻』

14:20　休憩・笑い
14:30　講話

生長の家の‟真の祈り"
～神想観は素晴らしい～

清水　志郎
『詳説神想観』・神想観のプリント

14:50   浄心行用紙記載
　　　  聖経読誦　清水　志郎

15:20　休憩・大拝殿へ移動
15:30　休憩・笑い
15:40
　

　　　　  　 　悦びの座談会
　　　　　　 （Q＆A）

11:00より受付を開始いたします 12:50　 聖歌・笑い 12:30　閉会式・使命行進曲・挨拶

13:00　経本「大自然讃歌」読誦 岡田　浩二
13:00

　　　先祖供養説明及び霊牌記載
　　　　　服部　信雄

12:40　終了予定
　
昼食をお召し上がりいただけます。
昼食後に、ＪＲ宇治駅と京阪宇治駅までの
送りのバスを2本手配いたします。

13:20　開会式・挨拶　目等　泰夫

13:30   講話

善一元なる神への信仰
目等　泰夫

『飛鳥讃歌』『日々の祈り』

13:40　体験談　千羽　椋子

京阪宇治駅とＪＲ宇治駅に出迎えのバスを
手配いたします。
◇昼食前の　　・京阪宇治駅 １１：１５発
　　　　　　　・ＪＲ宇治駅 １１：２５発
◇練成開始前の・京阪宇治駅 １２：１５発
　　　　　　　・ＪＲ宇治駅 １２：２５発
に各駅2回ずつ出迎えいたします。
集合場所：各駅ロータリー（運転手が「生長の
家」のプラカードを持っています）
※昼食は、宇治別格本山でお召し上がり
いただけます。(食堂11:30～13:00）

10:30   講話(幽斎殿)

神と偕に生きる ～天国は今ここに～
阿部  秀輝

『飛鳥讃歌』『生活の智慧365章』

10:30　移動・休憩・笑い

11:00

    　        体験決意発表
11:20   神癒祈願・写経の説明・申し込み
11:30

       バスで新練成道場へ移動・休憩
11:40   結語講話

光に向かってどこまでも伸びよう
目等　泰夫

『飛鳥讃歌』『人生の扉を開く〈第1集〉』

12:00

　 　　 　昼食休憩

悦びいっぱいの神の子の生活
岡田　伊都子

『夢の地平線』『生活の智慧365章』
9:05　休憩・笑い9:10　「実相円満誦行」実修　岡田　伊都子
9:20

　　　  　「与える愛の実践」
　　  　無我献身・報恩感謝の献労
　　　　　〈大拝殿の畳拭き〉

9:30   休憩・バスで幽斎殿へ移動

10:00　「入龍宮幽斎殿にての神想観」実修
　　　　 　　阿部　秀輝

10:00 御先祖と共に世界平和を祈念する
　　 　　「祈り合いの神想観」実修
　　　 　　  　清水　志郎

令和7年12月【第630回 神性開発 宇治 短期練成会 プログラム】会場:大講堂

6:45　　朝食・休憩
　　　　(食堂は６:４５～７:３０)

6:45　　朝食・休憩
　　　　(食堂は６:４５～７:３０)

7:50   聖歌・笑い 7:50   聖歌・笑い
8:00　「人類同胞大調和六章経」 読誦
　　　　　　岡田　浩二

8:00　体験談　藤本  和博

8:15 講話
8:20   講話

自己の殻を破り、他のために尽す
～真の幸福は万物の調和と共に～

岡田　浩二
『二百字日記３』『合本讃歌』・研修生募集案内

☆
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約
制
と
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り
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す
。
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敗北の中から立ち上がることのできる者こそ真の勇者である

令和7年12月 【第630回 神性開発 宇治 短期練成会 プログラム】 会場：大講堂

宝　　蔵令和７年１１月１日
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12/12 (金) 12/13 (土) 12/14 (日)
4:45   起床 4:45   起床

5:05   早朝行事   先導：未定
         聖経「甘露の法雨」
　  　「万物調和六章経」「聖歌歌詞集」

5:05   早朝行事   先導：未定
         聖経「甘露の法雨」
　　      　「聖歌歌詞集」

6:30   感謝行(15分) 6:30   感謝行(15分)

与える悦び、与えさせていただく幸せ
清水　志郎

『日々の祈り』『詳説神想観』

19:15　会場準備
19:25

「浄心行」 小野　大作
聖経『甘露の法雨』『万物調和六章経』

『聖歌歌詞集』
※浄心行後、JR宇治駅、京阪宇治駅まで

送りのバスを手配いたします

20:00「基本的神想観」実修 清水 志郎

【奉納金】
　・一泊4,000円
　　子供(3～12歳)2,750円
　・日帰り1,500円
　　子供(3～12歳)750円

20:30

　　     就寝準備

22:00  消灯

20:40　体験感想文記載
  　      就寝準備

22:00  消灯

18:40　聖歌・笑い 18:25　聖歌・笑い

18:45　　経本「大自然讃歌」 読誦
　　　　　　　岡田　浩二

18:30   講話

父母の愛に導かれて
新宮　一

『夢の地平線』『真理の吟唱』19:15   講話

14:00

　　　　　　　献労④
　　末一稲荷神社
　　　　石段及び玉垣磨き

14:15　休憩・笑い

14:30    献労説明
　　　　　　献労①
「大拝殿１F」廊下拭き・階段拭き
  「大拝殿２F] 畳拭き・窓ふき

15:00

　　　　　　休憩・笑い

15:30　休憩・笑い 15:30

　　　　　　　献労⑤
　　引き続き末一稲荷神社石段
　　　　　及び玉垣磨き
　　　太鼓橋の磨き洗い続き

15:50

　　　　　　　献労②
　「大拝殿２F」窓ふき・
　　　　　　　外回廊・正面階段

16:30

　　  　 夕食・入浴休憩
          （浄心行用紙記載）

16:45

　　  　 夕食・入浴休憩

11:00より受付を開始いたします
12:15

　　 　昼食休憩（浄心行用紙記載）
13:20より、幽祭殿へのバスが出ます

12:30　閉会式・使命行進曲・挨拶

13:00　聖経「天使の言葉」読誦 岡田 浩二 12:40　終了予定
昼食をお召し上がりいただけます
昼食前後に、ＪＲ宇治駅と京阪宇治駅までの送
りのバスを2本手配いたします。

13:20　開会式・挨拶　清水　志郎
13:30   講話

13:30 　 入龍宮幽斎殿にての神想観
　　　　　　　阿部　秀輝人間は神の子、無限の可能性がある

岡田　浩二
『日々の祈り』

《テキスト》
・二百字日記3
・日々の祈り
・夢の地平線
・詳説神想観
・聖経 真理の吟唱

《行事で使用するもの》
・聖経四部経
〔聖経甘露の法雨・聖経天使の言葉・
　聖経続々甘露の法雨・聖使命菩薩讃偈〕
・合本讃歌
〔観世音菩薩讃歌・大自然讃歌〕
・人類同胞大調和六章経
・万物調和六章経
・聖歌歌詞集

《持ち物》
・洗面用具（シャンプーはありません。
   ご持参ください）
・筆記用具
・着替え
・ハンカチ
・マイ箸、マイボトル
・動きやすい服装

9:00

　　　　　　　献労⑥

　　　 　　境内全域
9:20

　　　　  休憩・移動

9:45
　

　　 「宝蔵神社月次祭」
　    「流産児供養塔月次祭」
                                 参列
　　　 （大拝殿からの遥拝）
　
　　　   聖経『甘露の法雨』
　　　   聖経『天使の言葉』
　　　　経本『飛鳥讃歌』

10:00   休憩・笑い

10:20

　　　　　　　献労⑦
　　　境内清掃・大拝殿仕上げ

京阪宇治駅とＪＲ宇治駅に出迎えのバスを
手配いたします。
◇昼食前の　　・京阪宇治駅 １１：１５発
　　　　　　　・ＪＲ宇治駅 １１：２５発
◇練成開始前の・京阪宇治駅 １２：１５発
　　　　　　　・ＪＲ宇治駅 １２：２５発
に各駅2回ずつ出迎えいたします。
集合場所：各駅ロータリー（運転手が「生長の
家」のプラカードを持っています）
※昼食は、宇治別格本山でお召し上がり
いただけます。(食堂11:30～13:00）

11:10   休憩・笑い

11:20

　　　　　体験決意発表

11:45   講話

必ず幸せになる道
目等　泰夫

『二百字日記3』『合本讃歌』

2025年12月 第４回 神性開発宇治 献労練成会プログラム

6:45　　朝食・休憩
　　　　(食堂は６:４５～７:３０)

6:45　　朝食・休憩
　　　　(食堂は６:４５～７:３０)

7:55   聖歌・笑い 7:55   聖歌・笑い

8:00　「万物調和六章経」 読誦　清水　志郎
8:00   講話

万物と調和し、万物を生かす
千羽　真平

『二百字日記3』『合本讃歌』

8:20

　　　　　　献労③
　　　 　　宝蔵神社
　　　　神殿及び玉垣磨き

8:45 　　休憩・移動
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同情されたいと思うと、同情されるような境遇を引き寄せる

2025年12月 第４回神性開発宇治プログラム 献労練成会プログラム

宝　　蔵
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12/31 (水) 1/1 (木) 1/2 (金) 1/3 (土)
4:45   起床 4:45   起床 4:45   起床

5:05   早朝行事　先導：未定
         聖経「甘露の法雨」
　 「日々の祈り」「聖歌歌詞集」

5:05   早朝行事　先導：未定
         聖経「甘露の法雨」
   「日々の祈り」「聖歌歌詞集」

5:05   早朝行事　先導：未定
      　聖経「甘露の法雨」
    「日々の祈り」「聖歌歌詞集」

6:30   感謝行(15分) 6:30   感謝行(15分) 6:30   感謝行(15分)

19:30「祈り合いの神想観」実修
　　　　　  岡田　伊都子

　　「浄心行」 清水　志郎
　　　聖経『甘露の法雨』
　　　　　『万物調和六章経』
 　  　　　『聖歌歌詞集』
※浄心行後に送りのバスが出ます

20:00
「基本的神想観」実修 清水 志郎

20:00

　　　   体験感想文記載
【奉納金】
 ・一泊4,000円
　 子供(3～12歳)2,750円
 ・日帰り1,500円
　 子供(3～12歳)750円

20:30
　　     就寝準備

22:00  消灯

20:40
　　      就寝準備

22:00  消灯

20:40
　　      就寝準備
22:00   消灯

18:30　聖歌・笑い 18:30   講話 18:30   講話
18:40

『飛鳥讃歌』 読誦　岡田　浩二
父母の愛に導かれて

鵜飼　俊光
『夢の地平線』

『神と偕に生きる真理365章』

祈りは必ず叶えられる
岡田　伊都子
『詳説神想観』

『人生の扉を開く〈第３集〉』
19:10   講話

生長の家の真の祈り
～神想観は素晴らしい～

清水　志郎
『日々の祈り』『詳説神想観』

19:20　会場準備
19:30

真理のみ実在、人間は神の子である
目等　泰夫

『飛鳥讃歌』『日々の祈り』

15:40

　「先祖・流産児供養祭」
　　聖経『天使の言葉』
　　　　『聖歌歌詞集』
　　　　　　　　会場:大拝殿

16:00   浄心行用紙記載
　　　 聖経読誦　清水　志郎

16:20
 

            夕食・入浴休憩
16:30

          夕食・入浴休憩
16:30

          夕食・入浴休憩

18:20　聖歌・笑い 18:20　聖歌・笑い

受付開始は
13:30からとなります

14:30   講話

生き通しの生命(いのち)
～袖振り合うも他生の縁～

田野　靖彦
 『日々の祈り』『人生の扉を開く〈第３集〉』

14:45

　　　　　休憩・笑い
15:00
経本「大自然讃歌」読誦 清水 志郎

15:05   講話

神の子として新生する
～浄心行の意義・説明～

清水　志郎
『新しい文明を築こう・中巻』

15:20

　　　　 休憩・笑い15:20　開会式・挨拶　目等　泰夫
15:30   講話

12:40　終了予定
　
昼食をお召し上がりいただけます
昼食後に、ＪＲ宇治駅と京阪宇治駅
までの送りのバスを2本手配いたし
ます。

【奉納金】
・一泊4,000円
　子供(3～12歳)2,750円
・日帰り1,500円
　子供(3～12歳)750円

13:20　 聖歌・笑い

13:30　体験談　藤本  和博13:30　 聖歌・笑い

13:40　体験談　千羽  椋子 13:45
     先祖供養説明及び霊牌記載
　　　 　服部　信雄

13:55   講話

《テキスト》
・二百字日記３
・日々の祈り
・夢の地平線
・新しい文明を築こう・中巻
・神と偕に生きる真理365章
・詳説神想観
・人生の扉を開く〈第３集〉

《行事で使用するもの》
・聖経四部経
〔聖経甘露の法雨・聖経天使の言葉・
　聖経続々甘露の法雨・聖使命菩薩讃偈〕
・合本讃歌
〔観世音菩薩讃歌・大自然讃歌〕
・飛鳥讃歌
・人類同胞大調和六章経
・万物調和六章経
・聖歌歌詞集

《持ち物》
・洗面用具（シャンプーはありません。
   ご持参ください）
・筆記用具
・着替え
・ハンカチ
・マイ箸、マイボトル
※売店と自動販売機は撤去いたしまし
　たのでご注意ください

罪本来なし
千羽　真平

『夢の地平線』
『神と偕に生きる真理365章』

10:45
10:50
 
           体験決意発表

　    「宝蔵神社新年祭」 参列
 
    　　聖経『甘露の法雨』
　   　　　『聖歌歌詞集』
　
                          会場:大拝殿

11:10

　　　　 書初め実修

11:40
  バスで「新練成道場」へ移動・休憩 11:40   結語講話

信仰による平和の道
目等　泰夫
『飛鳥讃歌』

『人生の扉を開く〈第３集〉』

12:00
　
　　　　　昼食休憩12:30

　
              昼食休憩

12:30　閉会式・使命行進曲・挨拶

9:10   講話
9:20
    　　　　　休憩
　バスで「幽斎殿」へ移動

輝く未来が待っている
小野　大作

『二百字日記３』
『人生の扉を開く〈第３集〉』

10:00
「入龍宮幽斎殿にての神想観」実修
　　　　 　阿部　秀輝

10:00「実相円満誦行」実修
　　　　　 小野　大作

京阪宇治駅とＪＲ宇治駅に出迎えの
バスを、各駅3回ずつ手配いたします。
◇１本目
　・京阪宇治駅 １３：２０発
　・ＪＲ宇治駅 １３：３０発
◇２本目
　・京阪宇治駅 １３：５０発
　・ＪＲ宇治駅 １４：００発
◇３本目
　・京阪宇治駅 １４：２０発
　・ＪＲ宇治駅 １４：３０発
に各駅2回ずつ出迎えいたします。
集合場所：各駅ロータリー（運転手がプ
ラカードを持っています）

10:20
　　　　 休憩・移動 10:30   講話(幽斎殿) 10:30

　　　　 休憩・笑い感謝はすべてを癒す
阿部  秀輝

『飛鳥讃歌』『神と偕に生きる真理365章』

8:00   講話
8:00　『観世音菩薩讃歌』 読誦
　　　　　　岡田　浩二

8:00   講話

日時計主義を生きる
岡田　浩二

『夢の地平線』
『神と偕に生きる真理365章』

すべてと調和する道
～神・自然人間は本来一体なり～

岡田　浩二
『合本讃歌』『二百字日記３』

8:30   講話

解決できない問題はない
新宮　一

『日々の祈り』
『神と偕に生きる真理365章』

8:50
　　　　 休憩・笑い

8:50

　　　　 休憩・笑い
9:10
　
　　　  　 悦びの座談会
　　　　   （Q＆A）

2026年1月【第34回 神性開発 宇治 初詣練成会 プログラム】会場:大講堂

6:45　朝食・休憩
　　　(食堂は６:４５～７:３０)

6:45　朝食・休憩
　　　(食堂は６:４５～７:３０)

6:45　朝食・休憩
　　　(食堂は６:４５～７:３０)

7:50   聖歌・笑い 7:50   聖歌・笑い 7:50   聖歌・笑い

申
し
込
み
方
法
（
2
通
り
あ
り
ま
す
）

①
練
成
部
へ
お
電
話
（
０
７
７
４-

２
１-

２
１
５
3
）

※

9
時

20
分
～
17
時
の
間
に
お
掛
け
く
だ
さ
い

②
参
加
申
込
フ
ォ
ー
ム
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
ま
た
は

左
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
お
入
り
く
だ
さ
い
〉

申
込
期
限

・
宿
泊
の
方
は
１
２
月
３
０
日(

火)

ま
で

・
日
帰
り
の
方
は
参
加
前
日
ま
で

☆
予
約
制
と
な
り
ま
す
。

参加申込
フォーム

※

キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
る
場
合
は
連
絡
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

2026年１月 【第34回 神性開発 宇治 初詣練成会 プログラム】 会場：大講堂

人に賞められるより、先ず神に賞められようと思え
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講
師
の
方
々
の
講
話
も
素
晴
ら
し
く
、
感
動

し
ま
し
た
。

　

子
供
た
ち
、
夫
、
職
場
に
感
謝
し
て
、
愛

を
出
し
て
、
明
る
く
悦
ん
で
毎
日
過
ご
し
た

い
で
す
。
一
緒
に
来
て
く
だ
さ
っ
た
教
区
の

仲
間
た
ち
に
感
謝
。
練
成
会
に
い
か
せ
て
く

れ
た
夫
と
家
族
に
感
謝
で
す
。「
ガ
チ
ガ
チ
に

な
ら
ず
に
や
り
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
講
師
の

言
葉
を
噛
み
し
め
て
い
ま
す
。

　

二
月
に
命
と
向
き
合
う
こ
と
に
な
り
、
三

月
か
ら
今
回
で
六
回
目
の
参
加
に
な
り
、
同

時
に
研
修
生
と
し
て
一
ヶ
月
お
世
話
に
な
る

事
に
決
め
ま
し
た
。

　

今
回
は
招か

み
よ
び
う
た

神
歌
の
意
味
を
教
わ
り
、
神
様

の
幸
を
分
け
て
い
た
だ
い
た
神
の
子
、
幸
せ

か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
善
一
元
の
生
命
で
あ
る

事
に
、
喜
び
感
謝
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し

た
。
鵜
飼
講
師
の
講
話
で
、
気
づ
く
だ
け
で

神
と
一
体
に
な
り
安
心
に
繋
が
る
事
、
光
を

与
え
て
も
ら
う
だ
け
で
な
く
自
分
で
光
を
与

え
る
悦
び
を
感
じ
る
事
を
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

研
修
生
と
し
て
感
謝
と
笑
い
を
徹
底
し
、

自
覚
し
て
神
の
子
を
顕

現
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

三
人
の
子
ど
も
達
の
縁
談
に
つ
い
て
悩
ん

で
お
り
、
心
の
大
掃
除
が
し
た
く
て
参
加
し

ま
し
た
。
長
女
は
対
人
恐
怖
症
の
よ
う
な
症

状
も
あ
り
、
仕
事
も
出
来
て
い
ま
せ
ん
。
こ

の
二
つ
の
点
を
、
解
決
し
た
い
と
思
い
個
人

指
導
も
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

清
水
講
師
よ
り
、「
ど
ん
な
現
象
も
な
い
、

あ
る
も
の
は
光
の
み
」
と
い
う
指
導
を
受
け

ま
し
た
。
私
自
身
の
自
己
肯
定
感
を
高
め
る

こ
と
が
大
切
、
心
が
揺
れ
る
時
も
あ
る
が

そ
ん
な
時

も
そ
の
ま

ま
の
自
分

を
肯
定
し

て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
、

と
ア
ド
バ

イ
ス
を
い

た
だ
き
ま

し
た
。

　

ま
た
岡

田
浩
二
講
師
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
側
の
気
持

ち
や
具
体
的
な
生
活
法
な
ど
、
ア
ド
バ
イ
ス

を
い
た
だ
き
と
て
も
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。

　

永
代
供
養
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
両
親

に
、
宇
治
に
来
て
初
め
て
先
祖
供
養
す
る
こ

と
が
で
き
、
浄
心
行
で
も
、
父
と
母
を
身
近

に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
て
と
て
も
嬉
し
か
っ

た
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
地
元
に
帰
っ
て
い
つ
も
の
毎
日

を
送
る
わ
け
で
す
が
、常
に
自
分
を
褒
め
、家

族
に
感
謝
し
、
喜
び
を
表
現
し
て
、
宇
治
で

大
声
で
唱
え
た
「
私
は
神
の
子
！
光
の
み
！

善
の
み
！
」
の
善
き
コ
ト
バ
で
心
を
満
た
し
、

喜
び
い
っ
ぱ
い
の
毎
日
を
送
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

子
供
た
ち
の
健
康
と
幸
せ
を
祈
願
し
た
く

て
来
ま
し
た
。
仕
事
の
こ
と
で
考
え
て
い
る

事
が
あ
り
、
ま
た
自
分
を
変
え
た
く
て
参
加

し
ま
し
た
。

　

浄
心
行
で
は
涙
が
出
ま
し
た
。
父
母
や
ご

先
祖
様
に
感
謝
、
家
族
や
職
場
に
感
謝
の
気

持
ち
で
過
ご
し
た
い
で
す
。
練
成
会
の
お
食

事
も
温
か
い
手
作
り
で
美
味
し
か
っ
た
で
す
。

問題は必ず解決される

（
３
頁
か
ら
続
く
）Ｓ

．
Ｈ   

（
60
代
）〈
女
性
〉

Ｉ
．
Ａ   

（
60
代
）〈
女
性
〉

Ｓ
．
Ｙ   

（
60
代
）〈
女
性
〉

献労の様子
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き
出
し
ま
し
た
。
先
月
の
浄
心
行
で
は
先
導

の
方
が
「
私
は
貴
方
を
赦
し
ま
し
た
。
貴
方

も
私
を
赦
し
ま
し
た
」
と
言
わ
れ
た
時
、
涙

が
溢
れ
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
こ
れ
ま

で
赦
せ
な
か
っ
た
人
た
ち
を
赦
し
、
私
自
身

も
赦
さ
れ
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
。
し

か
し
そ
の
時
は
恥
ず
か
し
く
て
涙
を
堪
え
て

し
ま
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
今
回
の
浄
心
行

で
は
、「
病
は
な
い
」
と
叫
ん
だ
時
、
涙
が
思

一
ヶ
月
後
の
自
分
を
楽
し
み
に
、
皆
様
と
仲

良
く
元
気
で
生
活
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
の
環
境
は
神
さ
ま
か
ら
の
ギ
フ
ト
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
韓
国
か
ら
来
て
お
り
、
両
親
の
勧
め

で
研
修
生
を
し
て
お
り
ま
す
。
短
期
練
成
会

の
初
日
、
岡
田
浩
二
講
師
が
話
さ
れ
て
い
た

「
本
質
的
に
悪
い
人
間
は
い
な
い
」
と
い
う

こ
と
が
特
に
心
に
残
り
ま
し
た
。
講
話
の
中

で
「
二
元
論
の
中
で
も
最
も
代
表
的
な
の
が

善
悪
二
元
論
だ
」
と
仰
い
ま
し
た
が
、
私
は

ま
さ
に
そ
の
代
表
的
な
善
悪
二
元
論
者
で
し

た
。
世
の
中
に
は
敵
が
い
て
、
悪
い
人
を
打

ち
倒
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま

し
た
。

　

練
成
会
二
日
目
の
食
事
中
、
研
修
に
関
わ

る
職
員
の
方
と
こ
ん
な
話
を
し
ま
し
た
。
私

が
昔
働
い
た
職
場
は
雰
囲
気
が
本
当
に
厳
し

く
て
、
先
輩
に
一
度
教
え
て
も
ら
っ
た
仕
事

を
す
ぐ
に
う
ま
く
で
き
な
い
と
、
叱
ら
れ
て

い
た
と
い
う
話
で
す
。そ
の
職
員
の
方
は「
そ

ん
な
に
怖
が
り
な
が
ら
一
度
で
確
実
に
覚
え

な
く
て
も
い
い
ん
で
す
。
自
分
の
ペ
ー
ス
で
、

何
度
も
繰
り
返
し
て
覚
え
て
も
大
丈
夫
で

す
」
と
言
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
き
っ
と

教
え
る
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
私
が
一
度
で
覚

え
た
ほ
う
が
助
か
る
は
ず
な
の
に
、
そ
の
よ

う
に
言
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
私
を
安
心
さ

せ
、
心
を
楽
に
し
て
く
だ
さ
る
た
め
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
方
だ
け
で
な
く

宇
治
別
格
本
山
に
来
て
か
ら
出
会
っ
た
す
べ

て
の
方
々
が
同
じ
で
し
た
。
完
璧
に
で
き
な

く
て
も
い
つ
も
変
わ
ら
ず
愛
さ
れ
て
い
る
と

感
じ
て
私
は
今
、
本
当
に
幸
せ
で
す
。
ど
う

し
て
私
は
今
ま
で
の
叱
ら
れ
る
環
境
か
ら
こ

ん
な
に
も
常
に
愛
さ
れ
る
環
境
へ
と
変
わ
る

事
が
出
来
た
の
か
、
そ
れ
は
き
っ
と
私
の
心

が
大
き
く
変
わ
っ
て
き
た
か
ら
だ
と
思
い
ま

す
。

　

か
つ
て
の
私
は
厳
格
な
道
徳
主
義
者
で
し

た
。
自
分
が
考
え
る
道
徳
的
な
基
準
か
ら
外

れ
る
人
を
見
る
と
、
心
の
中
で
裁
く
習
慣
が

あ
っ
た
の
で
す
。
い
つ
も
「
自
分
は
正
し
い
、

相
手
は
間
違
っ
て
い
る
」
と
思
っ
て
い
た
の

で
、
心
の
中
で
相
手
を
叱
っ
て
い
た
の
で
す
。

だ
か
ら
私
は
心
の
現
わ
れ
で
、
自
分
も
ま
た

叱
ら
れ
続
け
る
し
か
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

そ
し
て
今
日
の
浄
心
行
の
時
、
私
は
こ
れ

ま
で
許
せ
な
か
っ
た
思
い
を
す
べ
て
紙
に
書

～お雑煮接待係奉仕募集！～
初詣練成会 

～お雑煮接待係奉仕募集！～
初詣練成会 

12月31日～2026年1月3日の初詣練成会におきまして、
1日に雑煮接待、2，3日は食堂手伝いをしていただく奉
仕員を募集しております。約15名の募集で、先着順と
させていただきます。
奉仕をご希望の方は練成部（☎0774－21－2153）に
ご連絡ください。皆様のご応募をお待ちしています。
《・奉仕以外の時間は練成会を受講していただけます ・奉納金（宿
　泊、食事代）と練成会受講は無料、交通費は自費負担となります》

～お雑煮接待係奉仕募集！～
初詣練成会 

人は仕事を通して神の愛を伝える

Ｒ
．
Ｒ   

（
20
代
）〈
女
性
〉

宝　　蔵令和７年１１月１日
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向
上
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。
ま
た
参
加
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

い
つ
も
お
祈
り
く
だ
さ
い
ま
し
て
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
主
人
の
急
な
発
熱
で

尿
路
感
染
症
が
判
明
し
、
即
入
院
と
な
り
ま

し
た
。
一
週
間
後
、
主
治
医
か
ら
「
細
菌
は

完
全
に
な
く
な
り
、
熱
も
下
が
っ
た
」
と
連

絡
が
あ
り
ま
し
た
。
び
っ
く
り
し
た
の
は
、

今
ま
で
腎
臓
の
経
過
を
ず
っ
と
専
門
医
に
診

察
し
て
い
た
だ
い
て
い
た
の
で
す
が
、
入
院

中
に
急
に
数
値
が
よ
く
な
り
、eGFR
値
が

二
十
か
ら
三
十
三
に
ま
で
上
っ
た
と
の
こ
と

で
、
こ
ん
な
に
急
に
数
値
が
良
く
な
る
こ
と

は
な
い
そ
う
で
す
。
こ
れ
は
、
神
癒
祈
願
で

心
を
込
め
て
お
祈
り
く
だ
さ
っ
た
た
め
と
思

わ
れ
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

八
月
下
旬
、
長
男
が
敗
血
症
シ
ョ
ッ
ク
で

入
院
し
、
命
に
関
わ
る
状
態
と
言
わ
れ
、
不

安
い
っ
ぱ
い
の
ま
ま
教
化
部
へ
相
談
し
、
宇

治
へ
神
癒
祈
願
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
周
り

も
驚
く
く
ら
い
の
早
い
回
復
で
、
九
月
上
旬

に
は
一
般
病
棟
へ
移
り
、
そ
の
一
週
間
後
に

は
無
事
退
院
し
ま
し
た
。
た
だ
た
だ
、
感
謝

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
息
子
の
お
陰
で
『
飛
鳥
讃
歌
』
を

読
誦
す
る
喜
び
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
今
で

も
体
が
震
え
る
ほ
ど
の
感
動
で
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

わ
ず
こ
ぼ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
病
と
言
え

ば
身
体
の
病
も
心
の
病
も
含
ま
れ
る
で
し
ょ

う
。
そ
の
言
葉
を
叫
ん
だ
瞬
間
、
身
体
と
心

の
病
か
ら
解
放
さ
れ
る
よ
う
な
感
覚
が
あ
り

ま
し
た
。
誰
か
を
心
で
縛
っ
て
苦
し
ん
で
い

た
の
で
す
が
、「
悪
も
な
く
、
神
の
子
し
か

い
な
い
の
だ
」
と
い
う
思
い
が
湧
い
て
き
て
、

本
当
に
あ
り
が
た
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
て
感
謝
と
愛
に
満
ち
た
生
活
を
送
る

事
が
で
き
る
よ
う
に
、
私
に
温
か
い
愛
の
心

を
惜
し
み
な
く
表
現
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様

に
、
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
六
月
に
膵
臓
が
ん
の
ス
テ
ー
ジ
Ⅳ
の

診
断
を
受
け
、
七
月
の
短
期
練
成
会
に
参
加

し
、
目
等
総
務
の
個
人
指
導
と
諸
行
事
に
感

銘
を
受
け
、
人
間
神
の
子
、
病
無
し
の
心
境

と
み
に
進
み
、
そ
の
後
の
抗
が
ん
剤
点
滴
に

よ
る
治
療
も
功
を
奏
し
、
血
液
検
査
デ
ー
タ

も
段
々
と
良
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
更
に
良

好
と
な
る
べ
く
参
加
し
ま
し
た
。

　

本
練
成
会
を
悦
び
と
共
に
真
剣
に
受
講
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
一
層
心
が
軽
く
な

り
、〝
必
ず
良
く
な
る
、
良
く
な
る
し
か
な

い
〟
の
想
い
が
一
層
強
ま
り
確
信
と
な
り
ま

し
た
。

　

機
会
を
見
つ
け
て
は
、
み
教
え
の
伝
道
に

努
め
つ
つ
、
三
正
行
に
励
み
、
信
仰
の
深
化
、

悲しい時ほど大いに笑い 笑いぬけ

〈
神
癒
祈
願
の
お
礼
状
〉

尿
路
感
染
症
が
治
り
、

　
腎
臓
の
数
値
も
良
く
な
っ
た

Ｙ
．
Ｔ   

〈
女
性
〉

敗
血
症
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
回
復

Ｈ
．
Ｉ   

〈
女
性
〉

Ｃ
．
Ｍ   

（
70
代
）〈
男
性
〉

宝　　蔵
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を
迎
え
る
方
法
し
か
し
て
く
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
本
人
の
希
望
通
り
に
家
に
帰
っ
て
か
ら

は
、
が
ん
の
症
状
は
あ
る
も
の
の
、
良
い
先

生
に
恵
ま
れ
た
り
、
良
い
民
間
療
法
に
出
合

え
た
り
し
ま
し
た
。
が
ん
セ
ン
タ
ー
で
は
食

事
が
一
切
取
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
で
は

毎
日
三
食
食
べ
る
こ
と
が
で
き
、
体
重
も
増

え
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
お
祈
り
の
お
陰

と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
一
生
懸
命
お
祈
り
を
続
け
て
、

命
の
大
切
さ
を
尊
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

い
つ
も
神
癒
祈
願
や
写
経
、
末
一
稲
荷
祈

願
等
で
お
祈
り
い
た
だ
き
、
平
穏
な
生
活
が

で
き
る
こ
と
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
先
日

も
風
邪
が
な
か
な
か
良
く
な
ら
ず
、
不
安
に

思
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
御
祈
願
の
お
か
げ

で
悪
性
の
も
の
で
は
な
く
、
安
心
し
ま
し
た
。

　

九
月
二
十
七
日
は
『
大
調
和
の
神
示
』
の

日
で
す
の
で
、『
七
つ
の
灯
台
の
点
灯
者
』
の

神
示
の
写
経
を
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
最

近
は
気
候
変
動
が
激
し
く
、
自
然
災
害
が
目

立
っ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
総
裁
先
生

が
説
か
れ
る
「
自
然
と
人
間
と
の
大
調
和
」
が

大
切
に
な
っ
て
き
た
と
、
つ
く
づ
く
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
次
回
は
『
自
然
と
人
間

の
大
調
和
を
観
ず
る
祈
り
』
を
写
経
さ
せ
て

い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　
『
甘
露
の
法
雨
』
を
全
項
目
写
経
し
ま
し

た
。
ま
た
、
総
本
山
の
神
癒
祈
願
を
教
化
部

長
が
出
し
て
く
だ
さ
り
、
友
人
か
ら
サ
ラ
シ

の
写
経
を
頂
い
た
り
と
、
た
く
さ
ん
の
方
々

の
写
経
祈
願
・
神
癒
祈
願
の
ご
愛
念
で
、
八

月
に
後
遺
症
も
な
く
無
事
に
退
院
で
き
ま
し

た
。
癒
さ
れ
た
お
礼
に
『
甘
露
の
法
雨
』
の

「
人
間
」
の
項
目
を
写
経
し
、
奉
納
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
奉
納
写
経

を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

写
経
を
送
付
後
、
夫
が
県
立
が
ん
セ
ン

タ
ー
に
入
院
し
ま
し
た
。
本
人
か
ら
「
帰
り

た
い
。
が
ん
セ
ン
タ
ー
で
は
死
を
考
え
て
い

る
」
と
電
話
が
あ
り
、
す
ぐ
に
迎
え
に
行
っ

て
退
院
し
ま
し
た
。
九
十
四
歳
と
い
う
高
齢

で
ス
テ
ー
ジ
Ⅳ
の
肺
が
ん
で
は
、
上
手
に
死

神
癒
祈
願

左
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

お
申
し
込
み
頂
け
ま
す
。

奉
納
金
は
随
意
で
す
。

詳
し
く
は
神
癒
祈
願
課

ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

「待つ」時間は決して無駄ではない

感
謝
の
信
仰
生
活

Ｋ
．
Ｔ   
〈
女
性
〉

〈
写
経
の
お
礼
状
〉

髄
膜
種
の
手
術
成
功

Ａ
．
Ｍ   

〈
女
性
〉

夫
の
体
調
が
回
復

Ｔ
．
Ｉ   

〈
女
性
〉

宝　　蔵
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